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東京大学、上智大学、京都大学、財団法人東洋文庫にそれぞれ設置された研究拠点と連携し、二〇〇六度より二期一○年に及ぶ人間文化研究機構（ＮＩＨＵ）プログラム・イスラーム地域研究の中心拠点として研究活動に従事 た。現在は人間文化研究機構から早稲田大学イスラーム地域機構に派遣されている三名の 員（西村淳一主任研究員、𠮷村武典次席研究員、長谷部圭彦次席研究員）が、各拠点に派遣されている研究員と協力し、拠点間、研究者間の連絡・調整などを一手に引き受け 会セミナー、国際会議を下支えしている。また、イスラーム地域 の活動を国内外に
田大学イスラー ム地域研究機構は、二〇〇八年度より文部科学省による﹁人文学及び社会科学における共同研究拠点の整備の推進事業﹂ （二〇〇八年度―二〇〇九年度） 、 ﹁特色ある共同研究拠点の整備の推進事業﹂ （二〇一〇年度― 一二 ）を実施した。この事業においても、機構は、東京大学、上智大学、京都大学 東洋文庫に設置され 各拠点を結ぶネットワーク型共同研究の中心拠点として イスラーム地域研究を推進した。二〇一三年度は、共同利用・共同研究拠点として文部科学大臣により再認定され、引き続き研究活動を行っている。
機構は、この他にも様々なプロジェクト




























しさや負担も痛感した。プロジェクトを支える膨大な事業運営負担は、研究者自身特に若手研究者に重くの かかる。どのようにすれば事業運営負担を軽減し に多くの時間とエネルギーを割くことが きるのか、模索が続いている。また現地との長期にわたる交流 信頼関係の上に初めて成り立つ地域研究は、数年単位の問題解決型のプロジェクト研究には馴染みにくいなど、異文化を理解するための学問はどうあるべきか問い続け 日々でもあった。イスラーム地域研究の推進を通じて多くの成果を得たが、まだまだ課題も多く道半ばで
 
ある。
二〇一五年度をもって、これまで機構を
支えてくれた研究者のうち六名は、機構を去り、新たな道 進む。早稲田大学イスラーム地域研究機構での研究活動、研究事業運営のノウハウや研究ネットワークを、これからの研究活動に是非活かしていただけたらと切に願う。
人間文化研究機構（NIHU）プログラム・イスラーム地域研究、最後の合同集会を終えて記念撮影。 
みなさま、長い間ご苦労様でした！（2016年1月30日）
